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❶
介
護
保
険
制
度
改
定
に
よ
り
、

総
合
事
業
を
実
施
し
て
２
か
月
半

が
た
っ
た
が
、
事
業
継
続
が
で
き

て
い
る
事
業
所
の
数
は
。
❷
現
時

点
で
総
合
事
業
に
移
行
し
て
い
な

い
事
業
者
が
あ
る
場
合
、
利
用
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
つ
な
が
る

の
で
は
。
❸
介
護
従
事
者
の
確
保

の
た
め
に
、
処
遇
改
善
加
算
等
を

取
り
入
れ
た
効
果
は
。
❹
次
の
更

新
時
期
に
総
合
事
業
か
ら
外
れ
て

し
ま
う
人
は
ど
れ
く
ら
い
出
る
の

か
。
ま
た
、
そ
の
方
々
へ
の
フ
ォ

ロ
ー
体
制
は
。
❺
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
に
よ
る
振
り
分
け
と
同
じ
タ
イ

ミ
ン
グ
で
、
介
護
認
定
の
選
択
肢

も
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
は
。
❻

地
域
の
多
様
な
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
の
た
め
ア
地
域
セ
ン
タ

ー
の
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
等
と
ど

の
よ
う
に
連
携
し
て
い
く
の
か
。

イ
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
等
を

行
っ
て
い
る
団
体
へ
の
支
援
策
は
。

ウ
地
域
で
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
す
る

た
め
に
は
、
多
く
の
人
が
か
か
わ

り
、
新
し
い
人
の
登
場
を
促
す
な

ど
、
次
の
世
代
に
活
動
を
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
。

　

区
長　

❶
区
内
予
防
訪
問
介
護

事
業
所
は
平
成
27
年
３
月
と
４
月

で
は
変
わ
り
な
く
、
区
内
予
防
通

所
介
護
事
業
所
は
新
規
参
入
等
に

よ
り
４
事
業
所
増
え
て
い
る
。
利

用
者
は
４
月
末
で
予
防
訪
問
が
97
・

７
％
、
通
所
が
99
・
９
％
移
行
し

て
い
る
。
❷
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
は

な
く
、
円
滑
に
移
行
で
き
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
。
❸
加
算
の
届

け
出
は
都
の
た
め
、
実
施
事
業
所

や
給
付
額
等
は
把
握
し
て
い
な
い
。

❹
こ
れ
ま
で
の
要
支
援
認
定
者
の

状
況
に
変
更
が
な
け
れ
ば
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
は
継
続
さ
れ
る
。
❺
区

の
在
宅
介
護
支
援
シ
ス
テ
ム
の
中

で
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
る
自

己
評
価
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の

面
接
に
よ
り
、
適
切
な
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
お
り
、
そ

の
中
で
要
介
護
認
定
に
つ
い
て
も

周
知
し
て
い
る
。
❻
ア
意
見
交
換

を
通
じ
、
多
角
的
な
検
討
を
進
め

て
い
く
。
イ
効
果
的
な
支
援
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
い
く
。
ウ
介
護

人
材
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
資
格

は
あ
る
が
就
労
し
て
い
な
い
方
等

や
介
護
技
術
を
学
ぶ
す
け
っ
と
品

川
養
成
講
座
を
活
用
し
、
人
材
の

裾
野
を
広
げ
て
い
く
。

東
京
電
力
福
島
原
発
事
故
後
の
移

動
教
室
に
つ
い
て

　

❶
原
発
事
故
の
た
め
、
移
動
教

室
は
福
島
県
磐
梯
高
原
か
ら
長
野

県
菅
平
に
変
更
し
て
い
た
が
ア
磐

梯
高
原
に
戻
す
と
き
に
教
育
委
員

会
の
了
承
は
得
た
の
か
。
イ
戻
る

根
拠
と
し
て
、
教
育
委
員
会
は
ど

の
よ
う
な
調
査
を
し
た
の
か
。
❷

原
発
の
廃
炉
作
業
が
現
在
進
行
中

だ
が
、
万
が
一
の
事
故
を
想
定
し

た
対
策
は
。
❸
不
測
の
事
態
が
起

き
た
と
き
の
責
任
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
。
❹
２
０
１
４
年
４
月
の
教

育
委
員
会
定
例
会
で
「
不
安
の
声

は
、
ほ
ぼ
な
く
な
っ
た
」
と
の
発

言
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
ア
ど
の

よ
う
な
意
見
聴
取
を
行
っ
た
の
か
。

イ
保
護
者
の
不
安
を
払
拭
す
る
た

め
の
工
夫
と
改
善
を
。
ウ
教
育
委

員
会
で
ま
と
め
て
い
る
放
射
線
測

定
結
果
を
、
学
校
へ
公
表
し
て
は
。

　

教
育
次
長　

❶
ア
了
承
を
得
て

い
る
。
イ
24
年
７
月
に
放
射
線
量

調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
25

年
５
月
に
約
100
か
所
で
空
間
線
量

を
測
定
し
た
結
果
、
安
全
性
を
確

認
し
た
。
❷
安
全
確
保
を
最
優
先

す
る
対
策
を
と
っ
て
い
る
。
❸
状

況
に
応
じ
て
個
別
に
判
断
す
べ
き

も
の
と
考
え
て
い
る
。
❹
ア
校
長

会
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
判
断
し

た
。
イ
今
後
と
も
放
射
線
量
の
調

査
を
実
施
し
、
最
新
の
情
報
を
学

校
に
提
供
し
て
い
く
。
ウ
測
定
し

た
デ
ー
タ
は
全
て
各
学
校
に
周
知

し
て
い
る
。

市
民
の
政
治
参
加
の
た
め
の
情
報

公
開
に
つ
い
て

　

❶
政
治
へ
の
市
民
参
加
の
最
低

条
件
は
、
情
報
が
公
開
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
考
え
る
が
ア
性
質
別
に

整
理
し
た
要
綱
の
分
類
は
。
イ
要

網
の
数
は
。
❷
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
さ
れ
て
い
る
要
綱
の
数
と
、

全
要
綱
に
占
め
る
割
合
は
。
❸
公

開
の
手
法
と
し
て
、
要
綱
を
一
元

的
に
公
開
す
る
こ
と
を
望
む
が
見

解
は
。

　

総
務
部
長　

❶
ア
職
員
が
事
務

処
理
を
進
め
る
際
の
指
針
や
手
続

等
を
定
め
た
も
の
が
全
体
の
ほ
ぼ

６
割
だ
。
イ
27
年
２
月
１
日
現
在

799
本
だ
。
❷
60
本
、
約
7.5
％
だ
。

❸
区
民
が
知
り
た
い
情
報
を
で
き

る
だ
け
わ
か
り
や
す
く
提
供
し
、

そ
の
上
で
参
考
に
要
綱
等
を
添
付

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る
。

　

❶
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
ア
区
が
取
り
組
む
意
味
は
。

イ
人
口
推
移
予
測
を
ど
う
分
析
す

る
の
か
。
世
代
別
の
施
策
の
展
望

は
。
❷
今
後
の
進
め
方
は
。
❸
区

の
魅
力
と
は
。
❹
区
民
の
品
川
区

へ
の
愛
着
度
を
ど
の
よ
う
に
は
か

る
の
か
。
❺
区
職
員
の
意
識
改
革

を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

　

区
長　

❶
ア
更
に
活
力
あ
る
品

川
区
を
つ
く
る
た
め
だ
。
イ
世
代

ご
と
の
分
析
も
含
め
、
施
策
を
見

直
し
て
い
く
。
❷
情
報
発
信
を
強

化
す
る
。
❸
歴
史
・
伝
統
、
住
み

や
す
さ
等
が
共
存
す
る
、
利
便
性

が
高
い
ま
ち
だ
。
❹
今
後
検
討
し

て
い
く
。
❺
区
の
魅
力
を
広
く
発

信
で
き
る
よ
う
意
識
改
革
を
行
う
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
政
策

に
つ
い
て

　

❶
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
が
始
ま
っ
た
が
ア
施
設
は
ど
う

変
化
し
て
い
く
の
か
。
イ
認
定
こ

ど
も
園
へ
の
移
行
を
辞
退
す
る
施

設
も
あ
る
が
、
区
の
見
解
は
。
ウ

幼
保
一
体
施
設
に
年
齢
区
分
型
と

並
列
型
が
あ
る
理
由
は
。
エ
公
定

価
格
に
お
け
る
区
の
財
政
負
担
は
。

オ
保
育
園
と
幼
稚
園
で
は
開
所
日

数
や
保
育
時
間
の
長
短
が
あ
る
が
、

平
等
性
を
保
つ
た
め
の
方
策
は
。

カ
学
校
と
の
接
続
に
つ
い
て
見
解

を
。
キ
公
立
保
育
園
の
今
後
の
運

営
は
。
ク
公
私
連
携
型
の
幼
保
一

体
施
設
ぷ
り
す
く
ー
る
に
つ
い
て
、

見
解
は
。
❷
子
育
て
支
援
の
ニ
ー

ズ
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
考
え

で
政
策
立
案
を
す
る
の
か
。

　

子
ど
も
未
来
部
長　

❶
ア
私
立

保
育
園
や
認
定
こ
ど
も
園
に
対
す

る
財
政
措
置
が
施
設
型
給
付
費
に

一
本
化
さ
れ
、
区
が
諸
条
件
を
確

認
し
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

多
く
の
施
設
は
増
額
と
な
り
、
保

育
の
充
実
が
期
待
さ
れ
る
。
イ
私

立
園
の
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行

は
各
園
の
意
向
を
尊
重
し
対
応
す

る
。
ウ
本
来
は
年
齢
区
分
型
だ
が
、

待
機
児
童
対
策
と
幼
稚
園
か
ら
の

入
園
枠
を
確
保
す
る
た
め
、
一
部

を
並
列
型
と
し
て
い
る
。
エ
各
施

設
１
割
程
度
の
増
額
と
試
算
さ
れ
、

４
分
の
１
が
区
の
負
担
だ
。
オ
国

で
は
、
保
育
時
間
の
差
を
ベ
ー
ス

に
保
育
料
を
計
算
し
て
い
る
。
カ

保
幼
小
連
携
を
今
後
も
充
実
さ
せ

て
い
く
。
キ
様
々
な
ケ
ー
ス
に
適

し
た
効
率
的
な
運
営
を
研
究
し
て

い
く
。
ク
先
駆
的
な
事
業
に
取
り

組
み
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い

る
。
❷
子
育
て
の
第
一
義
的
な
責

任
は
保
護
者
に
あ
る
こ
と
を
前
提

に
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
殺

処
分
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
取
り
組
み

に
つ
い
て

　

❶
犬
猫
な
ど
の
殺
処
分
頭
数
は
。

❷
動
物
愛
護
管
理
法
改
正
に
よ
る

新
た
な
取
り
組
み
は
。
❸
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
と
殺
処
分
ゼ
ロ
へ
の

取
り
組
み
を
。
❹
野
良
猫
対
策
に

つ
い
て
ア
啓
発
活
動
は
区
の
主
導

で
行
う
べ
き
で
は
。
イ
専
門
家
の

相
談
体
制
も
必
要
で
は
。
ウ
助
成

金
の
頭
数
制
限
等
の
改
善
を
。
エ

基
金
な
ど
区
民
に
協
力
を
求
め
る

仕
組
み
も
検
討
し
て
は
。
❺
動
物

虐
待
傾
向
が
犯
罪
前
に
見
受
け
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
動
物
虐
待
の
状

況
を
調
査
し
て
は
。
❻
命
の
大
切

さ
を
教
育
に
取
り
入
れ
て
は
。

　

品
川
区
保
健
所
長　

❶
都
の
統

計
に
各
区
別
の
数
値
は
な
い
が
、

譲
渡
数
等
か
ら
推
計
す
る
と
平
成

25
年
度
は
犬
３
匹
、
猫
25
匹
だ
。

❷
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不
妊
・

去
勢
手
術
の
助
成
額
増
等
を
図
っ

た
。
❸
関
係
団
体
と
連
携
し
取
り

組
む
。
❹
ア
啓
発
冊
子
を
配
布
し

て
い
る
。
イ
獣
医
師
の
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
ウ
多
く
の
方
に

ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
の
制
限
だ
。

エ
研
究
課
題
と
考
え
る
。
❺
実
態

を
把
握
し
解
決
が
図
れ
る
よ
う
対

処
す
る
。
❻
動
物
と
の
触
れ
合
い

活
動
等
で
学
ん
で
い
る
。

多
機
能
型
口
腔
保
健
支
援
セ
ン
タ

ー
構
想
に
つ
い
て

　

❶
在
宅
訪
問
歯
科
診
療
や
障
害

者
歯
科
診
療
に
対
す
る
考
え
は
。

❷
休
日
固
定
歯
科
診
療
所
を
セ
ン

タ
ー
内
に
設
置
し
て
は
。
❸
地
域

包
括
医
療
・
ケ
ア
に
、
歯
科
・
口

腔
保
健
を
組
み
入
れ
て
は
。
❹
多

機
能
型
口
腔
保
健
支
援
セ
ン
タ
ー

の
実
現
に
向
け
、
検
討
を
。

　

健
康
推
進
部
長　

❶
か
か
り
つ

け
医
紹
介
窓
口
事
業
で
、
希
望
す

る
区
民
に
適
切
な
歯
科
医
師
や
障

害
者
対
応
の
診
療
所
を
紹
介
し
て

い
る
。
❷
休
日
歯
科
診
療
は
当
番

制
で
実
施
し
て
い
る
。
❸
関
係
機

関
の
連
携
を
図
り
つ
つ
検
討
を
進

め
て
い
く
。
❹
研
究
課
題
と
す
る
。

吉田ゆみこ　議員（ネット）

介護保険改定に伴う品川区
の取り組みについて

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て

西
本　

貴
子　

議
員

（
無
所
属
）

　現在、国会において、「国際平和共同対処事態に際して我が国が実施する諸外国の軍
隊等に対する協力支援活動等に関する法律（以下、国際平和支援法案）」および「我が
国及び国際社会の平和及び安全の確保に資するための自衛隊法等の一部を改正する法律
（以下、平和安全法制整備法案）」の２つの平和安全法制関連法案の審議が行われている。
　国際平和支援法案は、諸外国の軍隊等への協力支援活動等の実施を可能にする新法で
あり、平和安全法制整備法案は、自衛隊法、国際平和協力法、周辺事態安全確保法、船
舶検査活動法、事態対処法、国家安全保障会議設置法などの10の法律の一部改正に及
ぶ内容となっている。
　これらの法案は、これまでの国の安全保障・国際平和協力体制を大きく転換するような
重大な内容であるにも関わらず、国会における審議では、両法案にかかる法律の解釈や
様々な判断基準、現状認識などが分かりにくく、明確な説明が十分になされていないとの
見解や、審議を十分に尽くすべきであるとの意見が区民から寄せられ、また様々に実施さ
れている世論調査でも共通に明らかになってきている。
　本区議会は、国が両法案を巡るこれらの世論の動向に真摯に向き合うことが重要である
と考え、国に対し下記の事項を要望する。

記
　　平和安全法制関連法案について、慎重かつ十分な審議を行うこと
　以上、地方自治法第９９条の規定に基づき、意見書を提出する。
　平成 27年７月８日

品川区議会議長　大　沢　真　一　
衆議院議長　大　島　理　森　様
参議院議長　山　崎　正　昭　様
内閣総理大臣　安　倍　晋　三　様

平和安全法制関連法案の慎重審議を求める意見書


